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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第96期

第２四半期 
連結累計期間 

第97期
第２四半期 
連結累計期間 

第96期
第２四半期 
連結会計期間 

第97期 
第２四半期 
連結会計期間 

第96期

会計期間 

自平成20年
４月１日 

至平成20年 
９月30日 

自平成21年
４月１日 

至平成21年 
９月30日 

自平成20年
７月１日 

至平成20年 
９月30日 

自平成21年 
７月１日 

至平成21年 
９月30日 

自平成20年
４月１日 

至平成21年 
３月31日 

営業収益（千円）  12,353,232  12,660,036  6,186,849  6,308,440  25,019,280

経常利益（千円）  480,594  782,707  222,414  410,511  1,084,700

四半期（当期）純利益（千円）  236,781  457,563  118,103  270,639  416,946

純資産額（千円） － －  10,413,228  10,790,830  10,493,695

総資産額（千円） － －  28,800,447  29,376,982  28,492,585

１株当たり純資産額（円） － －  934.75  996.71  941.71

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円） 
 21.26  42.11  10.64  25.14  37.52

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
 －  －  －  －  －

自己資本比率（％） － －  36.0  36.5  36.6

営業活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 934,669  969,831 － －  2,184,338

投資活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 △414,557  △1,025,684 － －  △766,013

財務活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 △383,248  444,605 － －  △908,641

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円） 
－ －  3,856,710  2,293,389  4,229,529

従業員数（人） － －  1,674  1,758  1,770
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 当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。 

  

 当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

  

(1）連結会社の状況 

 （注）１．従業員数は就業人員であり、長期臨時雇用者868人を含んでおります。 

２．短期臨時雇用者数は、当第２四半期連結会計期間の平均人員を（ ）外数で記載しております。 

(2）提出会社の状況 

 （注）１．従業員数は就業人員であり、長期臨時雇用者３人を含んでおります。 

２．短期臨時雇用者数は、当第２四半期会計期間の平均人員を（ ）外数で記載しております。 

  

２【事業の内容】

３【関係会社の状況】

４【従業員の状況】

  平成21年９月30日現在

従業員数（人） 1,758 （741）  

  平成21年９月30日現在

従業員数（人） 48 （－）  
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 当社グループの事業は受注生産形態をとっていないため、生産規模及び受注規模を金額あるいは数量で示すことは

しておりません。 

（1）販売実績 

 当第２四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメント毎に示すと、次のとおりであります。 

 （注）セグメント間の取引については相殺消去しております。 

  

 当第２四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。  

  

  

 当社は、平成21年５月14日開催の取締役会において、群馬県邑楽郡に物流センターを建設することについて決議を

行い、平成21年７月17日に土地を取得する売買契約を締結しました。 

  

１．固定資産取得の内容 

 （1）取得資産  土地 

 （2）取得価額  ７億45百万円 

 （3）面積     26,446.36㎡ 

  (4）利用目的   物流センター建設用地  

  

第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

事業の種類別セグメントの名称 
当第２四半期連結会計期間
（自 平成21年７月１日 
至 平成21年９月30日） 

  
前年同四半期比（％） 

  

 貨物自動車運送事業（千円）  6,017,860  101.0

不動産賃貸事業（千円）   207,745  98.7

その他事業（千円）   82,834  493.5

合計（千円）  6,308,440  102.0

２【事業等のリスク】

３【経営上の重要な契約等】
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（1）経営成績の分析 

 当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、昨年後半以降の急激な景気悪化に一部底入れ感が出始めては

いるものの企業収益の大幅な悪化、設備投資の抑制、個人消費の低迷、雇用環境の悪化など依然として景気の先行

きが不透明な状況が続いております。 

 物流業界におきましては、取扱量の減少、環境対策や安全規制の強化を始めとする様々なコストの増加等、取り

巻く経営環境は厳しい状況が続きました。 

 このような経営環境の中にあって、当社グループは「変革から創造へ」をスローガンに新たに「第Ⅲ次４ヵ年経

営計画」（平成21年４月～平成25年３月）をスタートさせ、急激に変化する経営環境に対応するために企業価値向

上と変化に即応する運営体制構築を基本とし当社グループが培った「ノウハウ」、「機能」を活用し、戦略的で収

益性、競争力の高いサービスの提供と事業の展開を目指し努力してまいりました。 

 以上の結果、当第２四半期連結会計期間の営業収益は63億８百万円（前年同期比2.0％増）となり、営業利益は４

億35百万円（前年同期比73.0％増）、経常利益は４億10百万円（前年同期比84.6％増）、四半期純利益は２億70百

万円（前年同期比129.2％増）となりました。 

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。  

①貨物自動車運送事業 

 貨物自動車運送事業におきましては、荷主の物流コスト削減要請、一般貨物低迷の基調がここ数年続いておりま

す。 

 このような状況の中、当社グループは主力業務であります物流センター業務代行、流通加工業務に注力し、新規顧

客の獲得に向け努力してまいりました。当第２四半期連結会計期間はキャッシュサービス事業や生活関連商品に係る

センター業務を中心として既存顧客の取引深耕により事業拡大を図りました。 

 以上の結果、当第２四半期連結会計期間における貨物自動車運送事業収入は60億17百万円（前年同期比1.0％増）

となりました。利益面につきましては、売上増加に伴う増益効果に加え、採算改善の遅れが続いていた不採算営業所

の収益改善が進んだこと等により営業利益は４億48百万円（前年同期比39.7％増）となりました。 

②不動産賃貸事業 

 不動産賃貸事業は、不動産賃貸事業収入は２億７百万円（前年同期比1.3％減）となり、営業利益は１億36百万円

（前年同期比7.8％増）となりました。 

③その他事業 

 リース業務、コンピュータソフト開発業務、保険代理店業務、部品販売業務を中心としたその他事業収入は82百万

円（前年同期比393.5％増）となり、営業利益は３百万円（前年同期比65.7％減）となりました。 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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（2）財政状態の分析  

  （流動資産） 

 当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、77億19百万円（前連結会計年度末は72億99百万円）

となり４億20百万円増加しました。現金及び預金の増加３億81百万円、受託現金の増加50百万円、受取手形及び

営業未収金の減少67百万円が主な要因です。 

（固定資産） 

 当第２四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、216億57百万円（前連結会計年度末は211億93百万

円）となり４億63百万円増加しました。北関東物流センター（仮称）の土地取得による増加７億45百万円、機械

及び車両運搬具の購入１億95百万円、減価償却の実施５億43百万円が主な要因です。 

（流動負債） 

 当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、129億14百万円（前連結会計年度末は127億87百万

円）となり１億27百万円増加しました。短期借入金（一年内返済予定長期借入金を含む）の増加32百万円、預り

金の増加47百万円が主な要因です。 

（固定負債） 

 当第２四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、56億71百万円（前連結会計年度末は52億11百万円）

となり４億59百万円増加しました。長期借入金の増加５億92百万円、役員退職慰労引当金の減少96百万円が主な

要因です。 

（純資産） 

 当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、107億90百万円（前連結会計年度末は104億93百万円）

となり２億97百万円増加しました。四半期純利益４億57百万円と配当金55百万円の支払いにより利益剰余金が４

億２百万円増加し、自己株式が１億21百万円増加したことが主な要因です。 

 この結果、自己資本比率は0.1ポイント下降し、36.5％となりました。  

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動の結果得ら

れた資金５億18百万円と財務活動の結果得られた資金２億71百万円がありましたが、投資活動の結果使用した資

金８億56百万円により第１四半期連結会計期間に比べ66百万円減少し、22億93百万円となりました。各キャッシ

ュ・フローの状況と主な要因は次のとおりであります。 

「営業活動によるキャッシュ・フロー」 

営業活動の結果得られた資金は、５億18百万円（前年同期比10.9％増）となりました。これは主に税金等調整

前四半期純利益４億８百万円と減価償却費２億73百万円によるものであります。  

「投資活動によるキャッシュ・フロー」 

投資活動の結果使用した資金は、８億56百万円（前年同期比240.3％増）となりました。これは主に有形固定資

産の取得による支出８億81百万円によるものであります。 

「財務活動によるキャッシュ・フロー」 

財務活動の結果得られた資金は、２億71百万円（前年同期は４億78百万円の使用）となりました。これは主に

短期借入金の純増減額による収入１億70百万円、長期借入金による収入10億45百万円、長期借入金の返済による

支出９億42百万円によるものであります。 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

（4）研究開発活動 

 該当事項はありません。 

  

- 5 -



(1）主要な設備の状況 

 当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

(2）設備の新設、除却等の計画 

 当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却

等について、重要な変更はありません。また、新たに確定した設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあ

りません。 

  

第３【設備の状況】
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①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

 （注）上記のほか、自己株式が888千株あります。 

第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  38,000,000

計  38,000,000

種類 
第２四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（平成21年９月30日） 

提出日現在発行数（株）
（平成21年11月13日） 

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名 

内容

普通株式  11,654,360  11,654,360
東京証券取引所 

市場第二部 

単元株式数 

1,000株  

計  11,654,360  11,654,360 － － 

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【ライツプランの内容】

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式総
数増減数 

（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額
（千円） 

資本金残高
（千円） 

資本準備金増
減額（千円） 

資本準備金残
高（千円） 

平成21年７月１日～ 

平成21年９月30日  
 －  11,654,360  －  1,772,784  －  1,627,898

（５）【大株主の状況】

  平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数 
（千株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

有限会社原島不動産 東京都千代田区三崎町３－10－５   2,342  20.09

有限会社司光  東京都千代田区三崎町３－６－８   578  4.95

原島 望泰  東京都世田谷区   560  4.80

原島 康子  東京都世田谷区   506  4.34

原島 藤壽  東京都千代田区  476  4.08

株式会社三井住友銀行  東京都千代田区有楽町１－１－２   409  3.51

カンダ従業員持株会  東京都千代田区三崎町３－２－４   402  3.45

株式会社原島本店  東京都千代田区三崎町３－６－５   348  2.98

カンダ共栄会  東京都千代田区三崎町３－２－４  345  2.96

原島 洋二  東京都渋谷区   221  1.89

計 －  6,188  53.10

- 7 -



①【発行済株式】 

  

②【自己株式等】 

  

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

 （注） 最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。 

  

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。  

  

（６）【議決権の状況】

  平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   888,000 － － 

完全議決権株式（その他） 普通株式 10,737,000  10,737 － 

単元未満株式 普通株式      29,360 － － 

発行済株式総数  11,654,360 － － 

総株主の議決権 －  10,737 － 

  平成21年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称 

所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株） 

他人名義所有
株式数（株） 

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

カンダホールディ

ングス株式会社  

東京都千代田区三

崎町３－２－４ 
 888,000  －  888,000  7.62

計 －  888,000  －  888,000  7.62

２【株価の推移】

月別 
平成21年 
４月 

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円）  355  370  361  372  365  357

最低（円）  311  340  321  340  340  345

３【役員の状況】
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

 なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平

成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から

平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期

連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人

による四半期レビューを受けております。 

  

第５【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,296,395 4,240,177

受託現金 ※1  2,375,275 －

受取手形及び営業未収金 2,692,068 2,759,821

商品 3,757 23,542

貯蔵品 13,591 12,186

その他 344,692 269,367

貸倒引当金 △6,206 △5,987

流動資産合計 7,719,573 7,299,108

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 5,863,296 6,042,398

土地 12,671,243 11,925,276

その他（純額） 1,420,372 1,515,327

有形固定資産合計 ※2, ※3  19,954,912 ※2, ※3  19,483,002

無形固定資産 182,193 190,785

投資その他の資産 ※4  1,520,302 ※4  1,519,689

固定資産合計 21,657,408 21,193,477

資産合計 29,376,982 28,492,585

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 1,403,729 1,468,479

短期借入金 7,610,885 7,578,824

未払法人税等 318,654 176,905

預り金 2,419,648 2,371,823

賞与引当金 225,294 196,545

その他 936,540 994,620

流動負債合計 12,914,751 12,787,197

固定負債   

長期借入金 3,803,478 3,211,308

退職給付引当金 679,704 688,005

役員退職慰労引当金 356,720 453,042

その他 831,497 859,335

固定負債合計 5,671,400 5,211,692

負債合計 18,586,151 17,998,889
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,772,784 1,772,784

資本剰余金 1,628,008 1,628,029

利益剰余金 7,646,415 7,244,272

自己株式 △329,766 △208,232

株主資本合計 10,717,441 10,436,853

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 25,764 12,907

繰延ヘッジ損益 △12,894 △11,930

評価・換算差額等合計 12,869 977

少数株主持分 60,519 55,864

純資産合計 10,790,830 10,493,695

負債純資産合計 29,376,982 28,492,585
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（２）【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業収益 12,353,232 12,660,036

営業原価 11,145,134 11,146,612

営業総利益 1,208,098 1,513,424

販売費及び一般管理費   

役員報酬 － 137,674

給料及び手当 169,689 190,564

賞与引当金繰入額 12,933 26,560

退職給付費用 5,431 5,198

役員退職慰労引当金繰入額 13,090 11,478

貸倒引当金繰入額 1,294 1,062

その他 477,729 315,631

販売費及び一般管理費合計 680,169 688,170

営業利益 527,929 825,254

営業外収益   

受取利息 3,751 3,029

受取配当金 19,979 12,739

負ののれん償却額 2,196 －

補助金収入 － 9,700

その他 20,338 22,153

営業外収益合計 46,266 47,622

営業外費用   

支払利息 86,756 76,114

その他 6,845 14,054

営業外費用合計 93,601 90,168

経常利益 480,594 782,707

特別利益   

固定資産売却益 8,247 2,319

その他 875 841

特別利益合計 9,123 3,161

特別損失   

固定資産除売却損 23,475 6,966

その他 544 －

特別損失合計 24,019 6,966

税金等調整前四半期純利益 465,697 778,902

法人税等 226,204 316,684

少数株主利益 2,711 4,654

四半期純利益 236,781 457,563
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【第２四半期連結会計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成20年７月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業収益 6,186,849 6,308,440

営業原価 5,600,260 5,549,018

営業総利益 586,588 759,421

販売費及び一般管理費   

役員報酬 － 70,536

給料及び手当 77,215 80,946

賞与引当金繰入額 8,616 13,442

退職給付費用 3,132 2,788

役員退職慰労引当金繰入額 6,642 5,853

貸倒引当金繰入額 1,294 △1,616

その他 237,864 151,825

販売費及び一般管理費合計 334,765 323,774

営業利益 251,823 435,646

営業外収益   

受取利息 2,264 1,345

受取配当金 1,213 744

負ののれん償却額 1,098 －

補助金収入 － 9,700

その他 12,612 14,154

営業外収益合計 17,189 25,945

営業外費用   

支払利息 42,938 39,038

その他 3,659 12,042

営業外費用合計 46,598 51,080

経常利益 222,414 410,511

特別利益   

固定資産売却益 3,002 2,319

その他 825 354

特別利益合計 3,827 2,674

特別損失   

固定資産除売却損 10,244 4,260

その他 544 －

特別損失合計 10,788 4,260

税金等調整前四半期純利益 215,453 408,924

法人税等 95,809 135,928

少数株主利益 1,539 2,356

四半期純利益 118,103 270,639
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 465,697 778,902

減価償却費 563,267 543,572

のれん償却額 26,468 －

負ののれん償却額 △2,196 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 940 220

受取利息及び受取配当金 △23,731 △15,768

支払利息 86,756 76,114

固定資産除売却損益（△は益） 15,227 4,646

売上債権の増減額（△は増加） 66,621 67,727

たな卸資産の増減額（△は増加） 425 22,680

仕入債務の増減額（△は減少） 47,165 △64,749

その他 31,801 △216,502

小計 1,278,443 1,196,842

利息及び配当金の受取額 23,912 15,943

利息の支払額 △87,039 △72,304

法人税等の支払額 △280,646 △170,649

営業活動によるキャッシュ・フロー 934,669 969,831

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △618 △200

定期預金の払戻による収入 1,200 7,841

有形固定資産の取得による支出 △385,487 △1,037,659

有形固定資産の売却による収入 12,179 16,049

無形固定資産の取得による支出 △57,799 △35,973

投資有価証券の取得による支出 △1,729 △1,431

投資有価証券の売却による収入 18,326 －

貸付けによる支出 △13,860 △6,800

貸付金の回収による収入 17,838 24,296

その他 △4,606 8,192

投資活動によるキャッシュ・フロー △414,557 △1,025,684
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － 910,000

短期借入金による収入 16,401,000 －

短期借入金の返済による支出 △15,921,000 －

長期借入金による収入 － 1,245,000

長期借入金の返済による支出 △768,490 △1,530,769

リース債務の返済による支出 － △2,654

自己株式の取得による支出 △38,806 △121,717

自己株式の売却による収入 － 161

配当金の支払額 △55,951 △55,415

財務活動によるキャッシュ・フロー △383,248 444,605

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 136,863 388,751

現金及び現金同等物の期首残高 3,719,846 4,229,529

資金の範囲の変更による現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ △2,324,892

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,856,710 2,293,389
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

  
当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

１．四半期連結キャッシュ・フロー計算書

における資金の範囲の変更 

 キャッシュサービス事業の受託現金については、従来、手許資金、随時

引き出し可能な預金として資金（現金及び現金同等物）の範囲に含めてお

りましたが、第１四半期連結会計期間より、資金の範囲から除くこととい

たしました。 

 この変更は、キャッシュサービス事業の業容拡大に伴い、近年契約先か

ら預っている現金が大幅に増加し、顧客からの預り金の増減額が「営業活

動によるキャッシュ・フロー」に影響を与える可能性が増加し、かつ、第

１四半期連結会計期間に警備輸送業務を当社の100％出資子会社であるカ

ンダコーポレーション株式会社（カンダコーポレーション分割準備株式会

社より社名変更）に承継したことを契機に資金管理活動の実態を見直した

結果、キャッシュ・フローの状況をより適切に表示するため、第１四半期

連結会計期間より、受託現金は資金の範囲から除くことといたしました。

 この変更により、「営業活動によるキャッシュ・フロー」は、50,382千

円減少し、「現金及び現金同等物の四半期残高」は2,375,275千円減少し

ております。  
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【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

（四半期連結損益計算書） 

 前第２四半期連結累計期間において、販売費及び一般管理費の「その他」に含めて表示しておりました「役員報

酬」は、販売費及び一般管理費総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記すること

としました。 

 なお、前第２四半期連結累計期間の販売費及び一般管理費の「その他」に含まれる「役員報酬」は128,363千円

であります。  

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書） 

 前第２四半期連結累計期間において、財務活動によるキャッシュ・フローの「短期借入金による収入」及び「短

期借入金の返済による支出」は、総額で表示しておりましたが、短期借入金については、借入期間が短く、かつ回

転が速い項目であるため、当第２四半期連結累計期間より「短期借入金の純増減額（△は減少）」として純額で表

示しております。 

 なお、当第２四半期連結累計期間の「短期借入金の純増減額（△は減少）」に含まれている「短期借入金による

収入」は19,990,000千円、「短期借入金の返済による支出」は△19,080,000千円であります。  

当第２四半期連結会計期間
（自 平成21年７月１日 
至 平成21年９月30日） 

（四半期連結貸借対照表） 

 前第２四半期連結会計期間において、「現金及び預金」に含めて表示しておりました「受託現金」は、明瞭表示

の観点から当第２四半期連結会計期間より区分掲記することといたしました。 

 なお、前第２四半期連結会計期間の「現金及び預金」に含まれる「受託現金」は、2,127,004千円であります。

（四半期連結損益計算書） 

 前第２四半期連結会計期間において、販売費及び一般管理費の「その他」に含めて表示しておりました「役員報

酬」は、販売費及び一般管理費総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結会計期間では区分掲記すること

としました。 

 なお、前第２四半期連結会計期間の販売費及び一般管理費の「その他」に含まれる「役員報酬」は64,011千円で

あります。  

【簡便な会計処理】

  
当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

１．固定資産の減価償却の算定方法  定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費

の額を期間按分して算定する方法によっております。 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

  
当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

１．税金費用の計算  税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の

税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末 
（平成21年９月30日） 

前連結会計年度末 
（平成21年３月31日） 

※１ 受託現金 

   現金の警備輸送を行っているキャッシュサービス

事業において、つり銭作成及び輸送業務のために契

約先から預っている現金であり、他の目的による使

用を制限されております。 

  

         ──────── 

※２ 有形固定資産の減価償却累計額は、13,005,548千

円であります。 

※２ 有形固定資産の減価償却累計額は、12,689,460千

円であります。 

※３ 担保資産 

   担保に供されている資産で、企業集団の事業の運

営において重要なものであり、かつ、前連結会計年

度の末日に比べて著しい変動が認められるものは、

次のとおりであります。 

  

  

建物 4,755,749千円

土地 8,865,438千円

合計 13,621,188千円

※３ 担保資産 

   

  

  

  

  

  

建物 4,889,312千円

土地 8,119,471千円

合計 13,008,783千円

 ※４ 投資その他の資産に係る貸倒引当金  ※４ 投資その他の資産に係る貸倒引当金 

12,243千円 12,271千円 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成20年９月30日現在）

 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成21年９月30日現在）

現金及び預金勘定 3,867,057千円 

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △10,347千円 

現金及び現金同等物 3,856,710千円 

現金及び預金勘定 2,296,395千円 

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △3,006千円 

現金及び現金同等物 2,293,389千円 
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当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至

平成21年９月30日） 

１．発行済株式の種類及び総数 

 普通株式 11,654,360株 

２．自己株式の種類及び株式数 

 普通株式 888,648株 

３．新株予約権等に関する事項 

 該当事項はありません。 

４．配当に関する事項 

（１） 配当金支払額 

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が、当第２四半期連結会

計期間末後となるもの。     

  

前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日 至平成20年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日 至平成21年９月30日） 

（株主資本等関係）

  
（決議） 

株式の種類
配当金の総額
（千円） 

１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月26日 

定時株主総会 
普通株式  55,419  5.0 平成21年３月31日 平成21年６月29日 利益剰余金 

  
（決議） 

株式の種類
配当金の総額
（千円） 

１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年11月12日 

取締役会 
普通株式  53,828  5.0 平成21年９月30日 平成21年12月７日 利益剰余金 

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

  
貨物自動車
運送事業 
（千円） 

不動産賃貸
事業 
（千円） 

その他事業
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

 営業収益             

(1）外部顧客に対する売上高  5,959,491  210,571  16,786  6,186,849  －  6,186,849

(2）
セグメント間の内部売上

又は内部売上高 
 －  －  －  －  －  －

  計  5,959,491  210,571  16,786  6,186,849  －  6,186,849

 営業利益  321,163  126,406  9,646  457,216  △205,393  251,823

  
貨物自動車
運送事業 
（千円） 

不動産賃貸
事業 
（千円） 

その他事業
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

 営業収益             

(1）外部顧客に対する売上高  6,017,860  207,745  82,834  6,308,440  －  6,308,440

(2）
セグメント間の内部売上

又は内部売上高 
 －  －  －  －  －  －

  計  6,017,860  207,745  82,834  6,308,440  －  6,308,440

 営業利益  448,539  136,296  3,310  588,145  △152,499  435,646
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前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

（注）１．事業の区分は内部管理上採用している区分によっております。 

２．各区分の主な業務 

（1）貨物自動車運送事業…貨物自動車運送業務、庫内作業業務 

（2）不動産賃貸事業  …不動産賃貸業務 

（3）その他事業    …リース業務、コンピュータソフト開発業務、保険代理店業務、部品販売業

務 

  

前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日 至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自

平成21年７月１日 至平成21年９月30日）  

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日 至平成21年９月30日）  

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日 至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自

平成21年７月１日 至平成21年９月30日） 

 海外売上高がないため該当事項はありません。 

前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 海外売上高がないため該当事項はありません。 

  

  
貨物自動車
運送事業 
（千円） 

不動産賃貸
事業 
（千円） 

その他事業
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

 営業収益             

(1）外部顧客に対する売上高  11,900,459  421,527  31,245  12,353,232  －  12,353,232

(2）
セグメント間の内部売上

又は内部売上高 
 －  －  －  －  －  －

  計  11,900,459  421,527  31,245  12,353,232  －  12,353,232

 営業利益  693,560  244,905  7,175  945,641  △417,711  527,929

  
貨物自動車
運送事業 
（千円） 

不動産賃貸
事業 
（千円） 

その他事業
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

 営業収益             

(1）外部顧客に対する売上高  12,099,794  420,967  139,274  12,660,036  －  12,660,036

(2）
セグメント間の内部売上

又は内部売上高 
 －  －  －  －  －  －

  計  12,099,794  420,967  139,274  12,660,036  －  12,660,036

 営業利益  931,083  261,089  9,882  1,202,055  △376,801  825,254

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】
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 有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はありま

せん。 

  

 デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。 

  

 該当事項はありません。 

  

１．１株当たり純資産額 

２．１株当たり四半期純利益金額 

 （注） １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 （注） １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

（有価証券関係）

（デリバティブ取引関係）

（ストック・オプション等関係）

（１株当たり情報）

当第２四半期連結会計期間末 
（平成21年９月30日） 

前連結会計年度末 
（平成21年３月31日） 

１株当たり純資産額 996.71 円 １株当たり純資産額 941.71 円

前第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

１株当たり四半期純利益金額 21.26 円 １株当たり四半期純利益金額 42.11 円

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

  
前第２四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

１株当たり四半期純利益金額            

四半期純利益（千円）  236,781  457,563

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益（千円）  236,781  457,563

期中平均株式数（株）  11,138,788  10,865,072

前第２四半期連結会計期間 
（自 平成20年７月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成21年７月１日 
至 平成21年９月30日） 

１株当たり四半期純利益金額 10.64 円 １株当たり四半期純利益金額 25.14 円

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

  
前第２四半期連結会計期間
（自 平成20年７月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間
（自 平成21年７月１日 
至 平成21年９月30日） 

１株当たり四半期純利益金額            

四半期純利益（千円）  118,103  270,639

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益（千円）  118,103  270,639

期中平均株式数（株）  11,097,845  10,765,725
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 該当事項はありません。 

  

 平成21年11月12日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。 

（イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・53,828千円 

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・５円00銭 

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・平成21年12月７日 

（注）平成21年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。 

  

（重要な後発事象）

２【その他】
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 該当事項はありません。 

  

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成20年11月12日

カンダコーポレーション株式会社 

取締役会 御中 

あずさ監査法人 

  
指定社員
業務執行社員   

公認会計士 平井 清   印 

  
指定社員
業務執行社員   

公認会計士 加藤 雅之  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているカンダコーポレ

ーション株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７

月１日から平成20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算

書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立

場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、カンダコーポレーション株式会社及び連結子会社の平成20年９月30日

現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半

期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。 



  

  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成21年11月13日

カンダホールディングス株式会社 

取締役会 御中 

あずさ監査法人 

  
指定社員
業務執行社員   

公認会計士 平井 清   印 

  
指定社員
業務執行社員   

公認会計士 加藤 雅之  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているカンダホールデ

ィングス株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７

月１日から平成21年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算

書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立

場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、カンダホールディングス株式会社及び連結子会社の平成21年９月30日

現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半

期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。 

追記情報 

 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は第１四半期連結

会計期間より四半期連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲について変更している。  

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。 
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